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内容・実績 今後の課題・対策 評　　価

①農林業の振興
(産業観光課)

持続可能な農業の実現に向け新規就農
者の育成と担い手確保を行い安定した
収益を上げられるよう支援するととも
に生産規模を拡大したい農家を支援し
ます。

新規就農者については、長
生農業独立支援センター等
と連携を強め、１名（ネ
ギ）の就農確保を行いまし
た。また、安定経営に向
け、地方創生臨時交付金を
活用した支援や「強い農
業・担い手づくり総合支援
交付金」等を活用し、サ
ポート体制を拡充しまし
た。

令和5年度の新規就農者
は、4名を予定しており、
この確保とサポート充実が
課題です。農地提供や営農
開始後の体制を関係各所と
連携を密にとり、対策を
図ってまいります。

B

②先端技術を導入した農業の実現
(産業観光課)

ドローンを活用した病害虫の防除や生
育管理、ＩＣＴを活用した養液栽培や
環境装置などの先端技術の導入によっ
てスマート農業を推進し、作業効率化
や省力化を図り、高品質な農産物の安
定生産を推進します。

ドローン散布導入の検討を
行い、適時適切な時期にお
いて、より効果的な防除が
可能であったため、次年度
から実施します。また、
ICTについては、GPS付農
業用機械(2件)及びハウス
温度管理システム(1件)の
導入を行いました。

ドローン散布や農薬をより
安全性の高い非ネオニコチ
ノイド系に変更することに
伴い、効果や散布時期の周
知が課題であるが、広報や
HP及び農家組合長などへ
の説明を丁寧に行い対処し
ていきます。

B

③魅力あるまちづくりを目指した統
一景観形成
(都市環境課)

町の特色を活かした統一的な街並みを
形成するために、統一的景観形成に資
するリフォームに対する個別の財政的
補助や他の自治体の先進的な施策の導
入を検討します。

令和8年度までの景観計画
の策定、景観条例制定に向
けて先進事例の情報収集、
調査を進めています。

計画策定に向け、検討委員
会の立ち上げ、事業者の選
定を進めていきます。

B

④６次産業化の推進
(産業観光課)

地域産業活性化のため、販売ルートの
拡大を支援するとともに、特産物や農
産物加工品などのブランド化や農業の
6次産業化への展開も視野に入れた活
力ある農業の進行を図ります。

販売ルート及び6次産業商
品の拡大をを図るため、地
方創生臨時交付金を活用
し、オリンピック会場で
あった釣ヶ崎へ農産物等用
自動販売機を設置しまし
た。運用については、公募
を行い、地元農家などで構
成される「渚のファーマー
ズ」と協定を締結しまし
た。

農産物等用自動販売機が
釣ヶ崎に設置してあること
の周知、及び商品の充実と
補充が課題です。SNSや
各種イベントなどを活用
し、周知を図るとともに、
関係各所と連携を強化し、
ニーズを把握し、商品提供
及び開発を強化を図りま
す。

B

⑤自然豊かで多様性に富んだ環境保
全
(産業観光課・都市環境課)

生物多様性や恵まれた里山や海岸の景
観を保全するために、森林環境譲与税
を活用した里山整備を進めるととも
に、住民による環境保全の活動を推進
し、生物多様性戦略の策定をめざしま
す。

生物多様性戦略を策定すべく
有識者等との協議を行い、
R4.11/14 職員研修会を実施
し理解を深めました。また、
森林環境譲与税を活用し、洞
庭湖周辺の森林整備を行い、
また、同税に基づいた市町村
間連携の協定を令和5年度市
川市と締結するための協議を
進めました。また、海岸景観
創造のため、千葉県緑化推進
委員会の事業を活用し、海岸
にヤシの木を植樹しました。

生物多様性戦略の策定につ
いては、森里川海共生ネッ
トワーク主催の語る会等で
の意見を反映し、有識者な
ど関係者と協議し策定に取
り組んでいきます。森林整
備に関しては、優先順位を
定め、継続的かつ効果的に
整備を行い、人流を増加さ
せることが課題です。住民
団体や専門家と協議を重ね
るとともに、市川市との連
携を深め、適切な整備を進
めてまいります。

B

農業経営体数
258 経営体
(令和２年度) 265 経営体

住みやすいと思う町民の割合
67.7％

(令和３年度) 73%

景観計画の策定 ― 策定

生物多様性戦略の策定 ― 策定
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■人口減少の抑制のため働く場の確保が求められています。農業、商工業、飲食業など本町の特徴的な産業にかかる中小事業者の支援、および外国
人や女性、非正規雇用者、高齢者など様々な立場の人々が活躍できる場の創出を通じて、強い産業の実現とあらゆる人々が活躍できる環境づくりを
行います。

第2期総合戦略期間（令和4年度～令和8年度）

実施予定
（２０２５農林業センサス）

―

未策定
未制定

未策定

パワースポット一宮の力の源としての農業と各種産業の拡大

実績値
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